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経済建設常任委員会行政視察報告 

 

                         平成２６年７月１８日 

大山町議会経済建設常任委員会 

岩井美保子・大原広巳・岡田聴・米本隆記・近藤大介 

 

視察期間：平成２６年７月７・８・９日 

視察先：福岡県大木町、大分県日田市、大分県由布市 

 

Ⅰ．私たち委員会はまず福岡県大木町を訪問し、資源循環型のまちづくりを学びました。町で

は、2008 年「大木町もったいない宣言」を宣言し、その中核施設として、バイオマスセンター

や道の駅などを見学しました。 
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 おおき循環センター「くるるん」のバイオガスシステムは、町で集めた生ごみや浄化槽汚泥・

し尿などをメタン発酵させ、施設の電力として、また、液肥として農業に再利用していました。

本町も、豊かな自然を守るため、この取り組みを活用できないか、大いに検討してみたいと感

じました。 
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Ⅱ．次に大分県日田市の天瀬農業公園を訪れました。バラの観賞ガラスハウスと貸し農園を中

心にした交流型複合施設である。宿泊ログハウスもあり、滞在型交流人口を増やしている。グ

リーンツーリズムの先進地ではあるが、施設の経営は毎年１千万前後の赤字を出しており、さ

らなる集客が課題と聞いた。本町の観光事業にも大いに参考になった。 
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Ⅲ．最後に大分県由布市商工観光課を訪問し、合併後から現在までの観光事業の取り組みを聞

きました。由布市は、人口３万人余りの市に毎年４００万人の観光客が訪れ、滞在型温泉保養

地をめざし、すべての旅館で地域一体型の「おもてなし」に取り組んでいる。風俗店をなくし

たり、博物館を設置したりして、女性客を増やしている。また、畜産農家と観光業者がタイア

ップした「牛喰い絶叫大会」など、農商連携をはかりながら、交流人口の増加につなげている。

地域全体で行うまちづくりを本町も参考にしたいと感じました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 総括 

自然を大切にしながら、自然を利用した観光まちづくりは、訪問した３地区とも共通して

いる。本町も豊かな自然と共有を保ちながら、にぎわいのある町をめざしたい。中でも、

大木町のリサイクル循環の町づくりは、先進的であり、本町も取り組むべきと感じた。日

田市の交流施設は経営面で苦戦しておられたが、設備は必要十分に揃っており、まだまだ

発展する余地はあると感じた。由布市は一度さびれた観光地から現在のにぎわいへと変貌

した過程を聞き大いに参考となった。中でも地元と景観協定を結んで、来客に対する「お

もてなし」の心を徹底し、リピーターを増やす取り組みは、本町でも必要不可欠であると

痛感しました。 

 今回の視察を振り返って改めて、本町が持つ豊かな自然という宝を守り、活用すること

が町の発展につながると思いました。今後の活動に活かす覚悟であります。 


